
第
13
回
日
本
余
暇
学
会

研
究
大
会
は
、
昨
年
10
月

に
観
光
庁
が
設
置
さ
れ
る

な
ど
関
心
が
高
ま
る
観
光

に
注
目
し
、
「
余
暇
と
観

光
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
開

催
し
ま
す
。
そ
こ
で
国
内

の
観
光
関
係
諸
学
会
共
同

大
会
と
同
時
開
催
し
、
観

光
研
究
者
と
の
交
流
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
き
た
日
本
余

暇
学
会
で
す
が
、
今
年
度

の
大
会
に
お
い
て
も
、
余

暇
と
観
光
の
相
互
の
学
会

に
大
き
な
相
乗
効
果
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
観
光
関

係
諸
学
会
共
同
大
会
と
の

同
時
開
催
の
た
め
、
東
洋

大
学
（
白
山
第
二
キ
ャ
ン

パ
ス
）
が
会
場
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
会
場
校
の
都

合
で
一
日
（
9
月
26
日
土

曜
日
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承

下
さ
い
。

さ
て
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
『
体
験
交
流
型
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
手
法

地
域
資

源
を
活
か
す
着
地
型
観
光
』

の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
最
前

線
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る

大
社
充
氏
を
お
招
き
し
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

全
国
各
地
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
実
践
経
験
を
も
と

に
し
た
興
味
深
い
お
話
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
会

員
の
皆
様
に
よ
る
研
究
発

表
に
つ
き
ま
し
て
も
、
例

年
通
り
「
テ
ー
マ
発
表
」

「
自
由
発
表
」
の
時
間
を

確
保
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご

応
募
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

○
日
時

平
成
21
年
9
月

26
日
（
土
）

○
会
場

東
洋
大
学
白
山

第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京

都
文
京
区
白
山
二
丁
目
三

六-

五
）

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

9
時
30
分

受
付
開
始

10
時
15
分

日
本
余
暇
学

会
研
究
大
会
開
会
挨
拶

10
時
30
分

日
本
余
暇
学

会
研
究
発
表
1

11
時
30
分

昼
食

12
時
30
分

日
本
余
暇
学

会
研
究
発
表
2

13
時
45
分

基
調
講
演

大
社
充
氏
（
N
P
O

法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ

ン
パ
ス
理
事
長
・
次
面

に
関
連
記
事
）

「
『
着
地
型
観
光
』
に

よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
～

次
世
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
」

15
時
30
分

日
本
余
暇
学

会
総
会

＊
こ
こ
ま
で
の
時
間
帯
は
、

日
本
余
暇
学
会
単
独
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
別
室
に
て
、

他
学
会
の
研
究
発
表
等
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
聴

講
は
自
由
で
す
。
こ
れ
以

降
は
、
観
光
・
余
暇
関
係

諸
学
会
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

16
時
30
分

観
光
・
余
暇

関
係
諸
学
会
共
同
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

「
観
光
・
余
暇
研
究
の
現

在
・
未
来
」

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
・
・

薗
田
碩
哉
日
本
余
暇
学
会

会
長
・
井
上
博
文
ツ
ー
リ

ズ
ム
学
会
会
長
・
香
川
眞

日
本
国
際
観
光
学
会
会
長
・

山
上
徹
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

会
長(

予
定)

・
安
島
博
幸

日
本
観
光
研
究
学
会
会
長

(

予
定)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
松
園

俊
志
東
洋
大
学
教
授

18
時

観
光
・
余
暇
関
係

諸
学
会
合
同
懇
親
会

【
研
究
大
会
参
加
申
込
】

参
加
費
・
会
員
二
千
円
。

非
会
員
三
千
円
。
学
生
千

円
。

懇
親
会
費
・
三
千
五
百
円
。

＊
参
加
費
は
、
当
日
受
付

に
て
集
金
い
た
し
ま
す
。

【
研
究
発
表
申
込
】

大
会
で
の
研
究
発
表
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

発
表
は
一
人
15
分
質
疑

応
答
5
分
と
し
ま
す
。

○
研
究
発
表
エ
ン
ト
リ
ー

締
切

7
月
31
日

○
レ
ジ
ュ
メ
（
発
表
者
は

全
員
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

8
月
31
日

＊
「
観
光
・
余
暇
関
係
諸

学
会
共
同
大
会
」
開
催
に

あ
た
り
、
5
学
会
共
同
で

日
本
余
暇
学
会
研
究
紀
要

と
は
別
に
『
観
光
・
余
暇

関
係
諸
学
会
共
同
大
会
論

集
』
を
発
行
し
ま
す
。

(

下
島
康
史)
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第13回日本余暇学会研究大会
９月２６日（土）

観光関係諸学会との共同開催！

日本余暇学会研究大会テーマ

「余暇と観光」
基調講演に大社充氏

（NPO法人グローバルキャンパス理事長)

第
13
回

日
本
余
暇
学
会
大
会
日
程

東
京
・
恵
比
寿
の
「
東
京

都
写
真
美
術
館
」(

目
黒
区
三

田
一-

一
三-

三
・
恵
比
寿
ガ
ー

デ
ン
プ
レ
イ
ス
内)

の
本
年
度

収
蔵
展
の
テ
ー
マ
は
「
旅
」
で

あ
る
。

展
示
会
は
異
な
る
視
点
か
ら

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
企
画

さ
れ
、
第
一
部(

五
月
十
六
日

～
七
月
十
二
日)

、
第
二
部(

七

月
十
八
日
～
九
月
二
三
日)

、

第
三
部(

九
月
二
十
九
日
～
十

一
月
二
三
日)

で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

第
一
部
「
東
方
へ
」
で
は
、

「
オ
リ
エ
ン
ト
調
査
」
、
ま
た
、

日
本
へ
旅
行
し
た
西
洋
人
の
お

土
産
と
し
て
制
作
さ
れ
た
「
横

浜
写
真
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

第
一
部
に
展
示
さ
れ
た
の
は
、

「
異
郷
」
の
写
真
で
あ
り
、
自

ら
と
異
な
る
世
界
の
珍
し
い
景

色
や
風
俗
な
ど
「
非
日
常
世
界
」

を
と
ら
え
た
写
真
で
あ
る
。
撮

影
さ
れ
る
対
象
の
拡
大
を
見
て

い
る
と
「
西
欧
」
の
人
々
に
と
っ

て
の
「
周
縁
」
の
拡
大
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
と
い
う
の
も

彼
ら
の
撮
影
対
象
は
、
初
め
は

イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
遺
跡
、
ス

ペ
イ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
建
築
、
ギ

リ
シ
ア
の
遺
跡
な
ど
、
南
欧
・

地
中
海
世
界
で
あ
り
、
次
に
エ

ジ
プ
ト
・
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
へ

と
拡
大
し
て
い
く
の
だ
。
写
真

家
の
興
味
は
大
西
洋
を
挟
ん
だ

「
西
洋
」
の
ア
メ
リ
カ
で
は
な

く
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
経
て
、
大

陸
の
東
端
、
清
朝
末
期
の
中
国

に
至
り
、
つ
い
に
「
開
国
直
後
」

の
日
本
に
至
る
。
「
東
方
へ
」

と
題
さ
れ
た
こ
の
写
真
展
の
意

味
す
る
も
の
は
、
単
な
る
地
理

的
な
拡
大
で
は
な
く
、
E
・
サ

イ
ー
ド
が
指
摘
し
た
よ
う
に

「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
自
ら
の

内
部
と
し
て
も
た
な
い
『
異
質

な
』
本
質
」
と
み
な
し
て
き
た

「
オ
リ
エ
ン
ト
」
イ
メ
ー
ジ
の

投
影
し
、
心
理
的
な
距
離
感

を
拡
大
・
強
化
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
特
に
「
横
浜
版
」

の
鎌
倉
大
仏
に
数
名
の
日
本

人
が
登
っ
て
い
る
写
真
は
奇

異
で
あ
っ
た
［
お
そ
ら
く
大

仏
の
大
き
さ
を
表
現
し
た
と

思
わ
れ
る
］
。
わ
れ
わ
れ
の

常
識
か
ら
言
え
ば
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
光
景
が
、
い
か

に
も
日
本
的
と
い
う
彼
ら
の

イ
メ
ー
ジ
の
投
影
に
よ
っ
て

作
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
明

ら
か
に
演
出
さ
れ
た
力
士
、

芸
者
、
フ
ジ
ヤ
マ
な
ど
の
写

真
も
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、

せ
い
ぜ
い
旅
行
記
や
イ
ラ
ス
ト

に
よ
っ
て
、
想
像
す
る
こ
と
し

か
出
来
な
か
っ
た
「
異
質
」
な

社
会
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
写
真
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
の
「
基
準
」
が

出
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
同

じ
も
の
」
を
見
る
こ
と
が
旅
の

目
的
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ

う
。
だ
が
、
今
日
が
わ
れ
わ
れ

の
経
験
す
る
多
く
の
旅
も
「
未

知
と
の
遭
遇
」
で
は
な
く
、
実

は
事
前
に
様
々
な
情
報
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
、
場
所
に
関
す

る
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
確
認
作
業

に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
考
え
を
強
固
に
し
た
の

は
、
七
月
十
八
日
か
ら
始
ま
っ

た
「
旅

第
二
部
・
異
郷
へ

写
真
家
た
ち
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ

ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
を
見
て
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
展
示
は
高
度
経

済
成
長
か
ら
安
定
成
長
期
に
移

行
し
た
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年

代
に
発
表
さ
れ
た
写
真
を
中
心

に
「
日
本
を
発
見
し
、
自
分
自

身
を
再
発
見
す
る
」(

旧
国
鉄

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」)

の
コ
ン
セ
プ
ト

に
よ
る
展
示
が
な
さ
れ
る
。
内

藤
正
敏
、
秋
山
亮
二
、
土
田
ヒ

ロ
ミ
、
荒
木
経
惟
、
森
山
大
道

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
旅
行
写
真

家
」
で
は
な
い
写
真
家
が
ほ
と

ん
ど
だ
。
彼
ら
の
写
真
に
は

「
観
光
名
所
」
は
ほ
と
ん
ど
登

場
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
道
中
に

見
か
け
る
よ
う
な
景
色
、
人
々
、

生
活
風
景
が
並
ぶ
。
だ
が
「
個

人
旅
行
」
で
は
、
旅
行
の
ウ
ェ

イ
ト
は
ほ
と
ん
ど
が
、
計
画
、

準
備
そ
し
て
移
動
、
食
事
、
睡

眠
で
あ
り
、
「
名
所
」
に
た
ど

り
着
く
ま
で
は
、
見
知
ら
ぬ
人
々

の
「
日
常
」
の
軒
先
を
借
り
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
純
粋
な
「
非

日
常
」
と
し
て
の
旅
行
は
存
在

し
な
い
。
つ
ま
り
今
日
の
よ
う

な
組
織
化
さ
れ
た
「
消
費
」
に

よ
る
ツ
ア
ー
で
は
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
、
旅
行
中
の
光
景
が
こ

こ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
森
山
大
道
の
「
函
館
」
に

は
、
函
館
山
か
ら
み
た
雲
に
覆

わ
れ
た
函
館
夜
景
が
含
ま
れ
て

い
た
。
お
そ
ら
く
多
く
の
人
が

描
く
函
館
夜
景
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
百
万
ド
ル
夜
景
」
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
だ
ろ
う
が
、
実
際
に

ほ
と
ん
ど
の
人
が
見
た
景
色
は
、

森
山
の
写
真
に
近
い
も
の
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

第
一
部
と
第
二
部
を
比
較
す

る
と
、
第
一
部
は
写
真
技
術
の

発
達
や
ツ
ア
ー
の
拡
大
に
よ
る

「
消
費
す
る
旅
行
」
の
歴
史
を

顕
在
化
し
、
第
二
部
は
消
費
す

る
旅
行
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ

た
旅
行
の
本
質
を
「
脱
構
築
」

し
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
が
見

え
て
く
る
。

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
違
う
」
、

「
予
定
と
違
う
」
、
「
求
め
て

い
た
も
の
と
違
う
」
な
ど
、
自

ら
の
想
像
力
の
貧
困
さ
を
棚
に

上
げ
る
、
消
費
社
会
に
ど
っ
ぷ

り
浸
か
っ
た
旅
行
者
に
と
っ
て
、

こ
の
第
二
部
は
狐
に
つ
ま
ま
れ

た
印
象
し
か
残
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
展
示
会
で
は
写
真
が
発

明
さ
れ
た
19
世
紀
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
の
、
様
々
な
旅
行
写

真
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま

た
、
旅
行
と
写
真
の
関
係
性
か

ら
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を

考
え
る
一
助
と
な
る
。
第
三
部

「
異
邦
へ
」
が
待
ち
遠
し
い
。

[

山
田
貴
史]
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会費納入のお願い
平成21年度会費の納入をよろしくお願いします。

口座番号:00140-9-729065

加入者名:日本余暇学会

会費:一般会員10,000円学生会員5,000円

＊新しい学会パンフレットができました。

余暇に関心のある方に、入会をお勧めください。

『余暇学研究』第１３号
エントリー締め切り迫る!

■投稿希望者は、事前に学会事務局までエ

ントリーしてください。
・エントリー締切：７月３１日（金）

・エントリー方法：氏名、所属、住所、電話（FAX）、

電子メールアドレス、原稿の種類（論文、研究ノー

ト、その他）、タイトルを記し、下記の学会事務局

宛に電子メールを送信する。郵送、FAXは受け付け

ない。

＊エントリーされた会員には、投稿規定、執筆要領

（執筆見本付）を送付します。

■原稿締切

平成21年９月30日（水）発行は平成22年３月末予定。

◎エントリー先：

日本余暇学会事務局 Email：info@yokagakkai.jp

詳しくは「日本余暇学会ニュース第66号」を参照。

東
京
都
写
真
美
術
館

年
度
収
蔵
展

「
旅
」



今
年
の
研
究
大
会
は

「
余
暇
と
観
光
」
が
テ
ー

マ
で
あ
る
。
大
会
を
前
に

「
観
光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
の

現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

観
光
庁
は
「
訪
日
外
国

人
旅
行
者
一
千
万
人
」

「
日
本
人
海
外
旅
行
者
二

千
万
人
」
「
観
光
旅
行
消

費
額
三
十
兆
円
」
ほ
か
数

値
目
標
を
掲
げ
、
観
光
立

国
に
向
け
た
施
策
を
強
化

し
て
い
る
。
観
光
需
要
の

拡
大
が
特
に
強
調
さ
れ
て

い
る
が
、
同
時
に
、
そ
の

受
け
皿
と
な
る
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
や
人
材
の

育
成
等
も
推
進
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
観
光
立
国
と

は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
小
泉
元

総
理
が
観
光
立
国
を
提
唱

す
る
前
に
ま
と
め
ら
れ
た

観
光
立
国
懇
談
会
報
告
書

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
観
光
立

国
の
基
本
理
念
は
、
住
む

人
々
が
地
域
の
『
光
』
を

よ
り
よ
く
自
覚
し
、
訪
れ

る
人
々
に
と
っ
て
も
地
域

の
『
光
』
を
よ
り
よ
く
感

じ
さ
せ
る
『
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り
』

を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
」

と
し
て
い
る
。
訪
日
外
国

人
の
増
加
策
等
の
「
訪
れ

て
よ
し
」
に
つ
な
が
る
観

光
施
策
が
目
立
っ
て
し
ま

う
が
、
基
本
理
念
の
も
う

一
つ
の
柱
で
あ
る
「
住
ん

で
よ
し
」
に
つ
な
が
る
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
や

人
材
の
育
成
も
、
観
光
立

国
に
と
っ
て
同
様
に
重
要

な
施
策
な
の
で
あ
る
。

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く

り
に
つ
い

て
言
及
す

る
な
ら
ば
、

や

は

り

「
着
地
型

観
光
」
が

近
年
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
。
従
来
型

の
観
光
は
、
出
発
地
（
発

地
）
の
旅
行
会
社
が
素
材

(

見
学
や
宿
泊
等
の
施
設)

を
仕
入
れ
造
成
し
た
定
番

コ
ー
ス
を
巡
る
よ
う
な
団

体
の
旅
行
が
典
型
で
あ
っ

た
が
、
近
年
で
は
旅
行
目

的
地
（
着
地
）
を
ベ
ー
ス

と
し
て
、
着
地
の
地
元
住

民
が
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
資

源(

体
験
や
交
流
含
む)

を

自
ら
発
掘
し
旅
行
商
品
化

し
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
等

の
旅
行
者
が
そ
れ
ら
に
参

加
す
る
と
い
っ
た
新
た
な

形
態
、
す
な
わ
ち
着
地
型

観
光
が
台
頭
し
て
き
た
。

着
地
型
観
光
と
い
う
新
た

な
旅
行
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

は
、
「
訪
れ
て
よ
し
」
に

合
致
す
る
重
要
な
取
組
み

で
あ
る
。

さ
ら
に
着
地
型
観
光
は

「
住
ん
で
よ
し
」
の
点
か

ら
も
大
変
注
目
さ
れ
て
い

る
。
着
地
型
観
光
は
、
着

地
の
自
治
体
・
住
民
・
N

P
O
・
企
業
等
が
連
携
し

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
老

若
男
女
が
参
加
し
て
、
地

元
の
資
源
発
掘
・
ス
ト
ー

リ
ー
や
ル
ー
ト
作
り
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養

成
実
践
に
取
組
む
こ
と
に

な
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
、

結
果
と
し
て
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
わ
れ

わ
れ
余
暇
研
究
の
視
点
か

ら
み
る
な
ら
ば
、
着
地
型

観
光
へ
の
取
組
み
は
、
す

な
わ
ち
住
民
の
余
暇
開
発

の
新
た
な
ツ
ー
ル
と
言
い

換
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

観
光
立
国
を
目
指
す
現

在
の
ニ
ッ
ポ
ン
に
つ
い
て

い
え
ば
、
必
ず
し
も
光
の

部
分
ば
か
り
で
は
な
い
。

余
暇
研
究
の
視
点
か
ら
批

判
す
る
な
ら
、
や
は
り
休

暇
問
題
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
官

民
が
連
携
し
た
形
で
の
休

暇
取
得
の
仕
組
み
づ
く
り

が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら

に
昨
今
で
は
景
気
の
低
迷

か
ら
く
る
賃
金
の
減
少
を

補
う
た
め
に
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
間
で
も
「
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
現

象
が
広
が
り
を
み
せ
て
い

る
と
い
う
。
真
の
観
光
立

国
に
向
け
た
余
暇
拡
大
に

逆
行
す
る
現
象
で
あ
る
。

着
地
型
観
光
と
い
う
言

葉
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
い
。
そ
の
間
、

全
国
各
地
で
着
地
型
観
光

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進

さ
れ
、
多
様
な
成
功
事
例

が
報
告
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で

は
、
い
わ
ゆ
る
「
着
地
型

観
光
ブ
ー
ム
」
の
さ
ま
ざ

ま
な
影
の
指
摘
も
き
こ
え

て
く
る
。
前
述
し
た
休
暇

問
題
と
も
あ
わ
せ
、
「
余

暇
と
観
光
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
今
回
の
研
究
大
会
に

お
い
て
、
真
の
観
光
立
国

に
つ
な
が
る
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。(

下
島
康
史)
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観
光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
の

現
状
と
課
題下

島
康
史

大社 充『体験交流型ツーリズムの手法』
学芸出版社 2008年

海外旅行は好調だが国内旅行は低迷している。名所旧
跡と温泉と変わり映えのしない料理・・・というような紋切り型の旅
は飽きられている。それに代わって地域の個性を生かし、その魅力を

引き出す「着地型」の旅の開発が大きな課題になってきた。著者は京
大農学部在学中、アメフトの選手として活躍、松下政経塾での研鑽後
「エルダーホステル協会」の創設に参画し、旅と地域づくりをテーマ

に実践活動を進めるという幅の広い経歴の持ち主である。この本には
著者の関わった多彩な旅のプログラムを紹介しつつ地域資源の活用策
を整理している。何と言っても最大のポイントは「人」の結びつけ方

にあることがわかる。［薗田碩哉］

(大社充先生の講演を、９月の第13回研究大会で予定しています。

お聞き逃し無く!）

著書紹介

新
入
会
員

佐
藤
生
実

倉
品
康
夫(

早
稲
田
大
学)

昨
年
度
の
研
究
大
会
で
は
、

「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
と
し
て
の
余
暇
論
」
と
い

う
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
、
余

暇
研
究
と
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
以
下
Ｃ
Ｓ
）

の
接
点
を
さ
ぐ
る
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

本
年
度
立
ち
上
が
っ
た
「
余

暇
学
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
引
き
続
き
Ｃ
Ｓ
と
余

暇
研
究
を
結
ぶ
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、

余
暇
研
究
と
Ｃ
Ｓ
の
接
点
を

考
え
る
う
え
で
有
用
な
手
が

か
り
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
著
者
の
ク
リ
ス
・

ロ
ジ
ェ
ク
は
、
こ
れ
ま
で
に

余
暇
に
関
す
る
本
を
何
冊
も

出
版
し
て
い
る
余
暇
の
研
究

者
で
、
本
書
で
も
余
暇
に
関

す
る
事
例
を
数
々
あ
げ
な
が

ら
、
Ｃ
Ｓ
の
40
年
の
歩
み
と

現
在
、
そ
し
て
未
来
を
論
じ

て
い
る
か
ら
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
Ｃ
Ｓ
は
、

「
身
近
な
文
化
は
、
常
に
政

治
と
神
話
に
結
び
つ
い
て
い

る
」
と
い
う
視
点
に
た
っ
て

文
化
を
研
究
す
る
学
問
で
す
。

日
本
で
は
90
年
代
初
頭
に
華
々

し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
時
の
ブ
ー
ム
に
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
研
究

対
象
の
文
化
を
、
自
分
か
ら

離
れ
た
も
の
と

し
て
扱
う
傾
向

に
あ
っ
た
と
い

う
点
が
あ
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま

す
。し

か
し
Ｃ
Ｓ

は
、
レ
イ
モ
ン

ド
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
が
唱
え
た

「
文
化
は
日
常

で
あ
る
」
と
い

う
命
題
を
基
本

的
な
姿
勢
と
し
て
40
年
以
上

研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

文
化
と
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

の
そ
れ
に
限
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
誰
も
が
生
き
る

場
で
あ
る
こ
と
。
ど
こ
に
い

よ
う
と
何
を
し
よ
う
と
、
常

に
私
の
周
り
に
あ
る
文
化
は
、

常
に
政
治
や
神
話
に
結
び
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
、
誰
し
も
が
生
き
る
日
常

へ
の
問
い
の
重
要
さ
を
、
本

書
は
改
め
て
考
え
さ
せ
ま
す
。

ロ
ジ
ェ
ク
は
問
い
ま
す
、

「
な
ぜ
リ
ア
リ
テ
ィ
Ｔ
Ｖ

（
ど
っ
き
り
カ
メ
ラ
）
に
夢

中
に
な
る
の
か
」
「
あ
る
Ｃ

Ｍ
に
好
感
を
持
っ
て
、
商
品

を
買
っ
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ

か
」
「
な
ぜ
あ
る
人
は
Ａ
を

選
び
、
別
の
も
の
は
Ｂ
を
選

ぶ
の
か
」
「
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
の
登
場
は
、
人
び
と

に
、
あ
る
い
は
黒
人
や
白
人

に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら

れ
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
た
か
」
・
・
・
。

こ
の
よ
う
に
普
段
見
過
ご

し
が
ち
な
日
常
の
行
為
を
取

り
扱
う
と
い
う
点
が
、
Ｃ
Ｓ

と
余
暇
研
究
を
結
び
つ
け
ま

す
。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
や
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
、
居
酒
屋
と
い
っ

た
場
所
だ
け
に
余
暇
が
あ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
の
命
題
を
文
字
れ

ば
「
余
暇
と
は
日
常
」
で
す
。

部
屋
で
ダ
ラ
ダ
ラ
す
る
、
お

茶
を
飲
む
、
あ
る
い
は
電
車

で
の
通
勤
も
余
暇
に
含
ま
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ゲ
ー

ム
を
し
、
携
帯
電
話
を
か
け
、

漫
画
を
読
み
、
化
粧
を
し
、

ケ
ン
カ
を
し
、
痴
漢
を
す
る
。

同
じ
空
間
で
、
多
く
の
人
び

と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
余
暇
を
過

ご
す
通
勤
電
車
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
び
と
の
余
暇
が
共
存

し
、
と
き
に
は
ぶ
つ
か
り
合

う
ユ
ニ
ー
ク
な
日
本
の
余
暇

空
間
で
あ
る
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

本
書
が
身
近
な
余
暇
を
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
と

余
暇
研
究
双
方
の
活
性
剤
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
本

書
は
日
本
に
お
け
る
ロ
ジ
ェ

ク
の
初
翻
訳
で
す
が
、
今
後

ロ
ジ
ェ
ク
の
余
暇
研
究
が
日

本
語
で
読
め
る
よ
う
に
な
る

こ
と
も
願
っ
て
い
ま
す
。

(

佐
藤
生
実)
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著
書
紹
介

ク
リ
ス
・
ロ
ジ
ェ
ク
著

渡
辺
潤/

佐
藤
生
実
訳

『
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を
学

ぶ
人
の
た
め
に
』

（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
九
）

「余暇学再編プロジェクト」
からのお知らせ

これまで日本でおこなわれてきた余暇研究は、どち

らかと言えば、実用的な「余暇善用」という考え方が

主流でした。もちろん、こうしたアプローチは余暇研

究の有益な方法論のひとつですが、それだけでは余暇

の全体像が見えてきません。欧米では、「レジャー・

スタディーズ」という呼称で余暇研究がおこなわれて

いますが、その方法論は多種多様で、学際的な研究が

活発に展開され、実用的な側面から学術的な側面にい

たるまで、幅広いテーマが議論されています。それは、

カルチュラル・スタディーズやポピュラー文化研究と

同様のアプローチとしてとらえることができます。

本プロジェクトでは、こうした欧米の「レジャー・

スタディーズ」の概念を踏まえ、その方法論を今後の

余暇研究に活用するために、毎月1回のミーティング

で輪読やディスカッションをおこなっています。そし

て、学会監修の書籍出版やカンファレンスでのパネル

発表などをとおして、新たな「余暇学」の方向を提示

していこうと考えています。本プロジェクトにご関心

のある方はぜひ一度、ミーティングにご参加ください。

＊プロジェクトで使用している文献

クリス・ロジェク著／渡辺潤、佐藤生実訳

『カルチュラル・スタディーズを学ぶ人のために』

世界思想社

＊余暇学再編プロジェクト第4回ミーティング

・日時：2009年7月25日（土）10:00～12:00

・場所：桜美林大学四谷キャンパス 301教室

＊本プロジェクトに関する問い合わせ先

kyohei_miyairi@mac.com（宮入恭平）


